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２０２０年２月１３日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ四国労組「第 33 回定期本部委員会」 

 ＪＲ四国労組は２月７日、香川県宇多津町で

第 33 回定期本部委員会を開催し、当面の活動方

針を決定した。 

 大谷清執行委員長（ＪＲ連合副会長）は挨拶

で、「安全・安定・安心輸送の確立」「２０２０春

季生活闘争」「政策課題解決にむけた取り組み」

の３点について所信を述べ、本部委員・特別本部

委員に対して積極的な討論参加と活動方針の補

強を要請。２０２０春季生活闘争については、

「人手不足の深刻さに対する危機感を労使で共有し、人への投資を強化することで、人

材の確保・定着・育成を図り、ＪＲ四国グループのさらなる発展に繋げていかなければ

ならない」とした上で、「ＪＲ四国・ジェイアール四国バスの責任組合として、定期昇給

の確保を絶対条件に、ベア 3,000 円を含む月例賃金 6,000 円以上の引き上げを基軸とし

た総合生活改善闘争を展開し、組合員の負託に応えたい」との決意を述べた。 

 また当日は、来賓として榎原一吉連合香川事務局長と大塚達夫四国交運労協事務局次

長が出席。ＪＲ連合からは北村公次労働政策部長が出席し、ＪＲ連合第 32 回中央委員会

で決定した活動方針や「ＪＲ連合ビジョン」について説明した。 

議事では、執行部が提案した定期大会以降の経過、当面の活動方針（案）に対して、21

人の本部委員・特別本部委員が発言。若年・中堅社員の離職による人手不足の実態や政

策課題解決にむけた支部・分会独自の取り組み、処遇改善・組織課題・業務課題に関する

要望など多岐に亘る発言があり、担当執行委員答弁、嶋田剛好書記長の集約答弁を経て、

すべての議案が満場一致で採択された。 

その後、「我々組合員が将来にむけて意欲を持って働き続けるために、ＪＲ四国労組の

総力を結集して２０２０春季生活闘争を闘い抜く」とした委員会宣言を出席者全員で確

認し、最後に大谷執行委員長の団結ガンバローで閉会した。 

 


